
 

表２．２　　　各国における貧困指標の状況

（１）　削減目標を定めている国（EU諸国）

EU全体
2000年　リスボン欧州理事会にて指標策定および「貧困と社会的排除に対抗するナショナル・アクション・プ
ラン」の義務付け
2001年　ラーケン欧州理事会にて、社会的排除指標が承認

2002年　バルセロナ欧州理事会にて、貧困と社会的排除の危機にある人々の数の減少の数値目標策定

2010年　成長戦略として「ヨーロッパ2020」を採択、「Inclusive Growth (包摂的成長）」を明記

　　　　　貧困と社会的排除のリスクにある人数を2千万人削減

ベルギー 貧困または社会的排除（EU定義）で暮らす者を38万人削減

ブルガリア 相対的貧困状態で暮らす者を26万人削減

チェコ 相対的貧困または社会的排除で暮らすものとを３万人削減

デンマーク 働けるのに働けない世帯に暮らす者を2.2万人削減

ドイツ 長期失業者を33万人削減

2008年より「社会報告書」を刊行。15分野の指標を掲載

エストニア 相対的貧困率を15%に削減

アイルランド 貧困または社会的排除（EU定義）で暮らす者を18.6万人削減

独自の定義によるはく奪と相対的貧困率を公的指標として採用

ギリシャ 貧困または社会的排除（EU定義）で暮らす者を45万人削減

スペイン 貧困または社会的排除（EU定義）で暮らす者を140～150万人削減

フランス 2007～12年に相対的貧困状態の者を３分の１（160万人）削減

Code de l'action sociale et des familles　（社会扶助・家族法典または社会行動・家族法典）115-4-1条

貧困指標の作成と議会への報告を義務付け

イタリア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を220万人削減

キプロス 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を2.7万人削減

ラトヴィア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を12.1万人削減

リトアニア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を17万人削減

ハンガリー 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を45万人削減

マルタ 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を6560人削減

オランダ 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を10万人削減

オーストリア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を23.5万人削減

ポーランド 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を150万人削減

ポルトガル 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を20万人削減

ルーマニア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を58万人削減

スロベニア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を4万人削減

スロバキア 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を17万人削減

フィンランド 貧困または社会的排除（EU定義）に暮らす者を15万人削減

スウェーデン 非労働力（学生を除く）、長期失業、長期病気休業中である者の比率を14%以下に削減

子どものウェル・ビーイング指標あり

イギリス 2010年　子どもの貧困法（Child Poverty Act）が、子どもの貧困削減目標を設定

①相対的貧困、②固定貧困線による相対的貧困率、③相対的貧困かつ物質的はく奪の子どもの率

④持続的貧困（継続する４年のうち３年相対的貧困）

2004年　Family Resource Survey（家族資源調査）にはく奪（deprivation)の項目が追加、その後、毎年、
はく奪指標を公表

（２）EU以外の国々

ニュージーランド 相対的貧困率等はかねてよりモニタリング。

Ministry of Social Development(社会開発省）が非金銭的はく奪指標を開発。統計局の複数の調査に取り
入れられ、毎年調査。

オーストラリア オーストラリア家計・所得・労働調査（HILDA)に、７分野（21項目）の剥奪の項目があり、剥奪指標を公表

「オーストラリアの発展指標」報告書に健康、教育、仕事、犯罪、家族とコミュニティ、統治などのマクロ指標
を収集

アメリカ 1960年代から所得ベースの貧困率（固定貧困線）を公表している

労働力調査のスペシャル・モジュールにて、社会参加や社会関係など調査するようになった

子どものウェル・ビーイング指標あり

主要公的指標（Key National Indicators）が整備されつつあり、貧困も分野の一つ

メキシコ 剥奪アプローチによる貧困指標が法制化

カナダ 剥奪アプローチによる貧困統計を収集

韓国 1970年代から「社会指標」を開発。13分野からなる指標（マクロ指標が殆ど）を収集

タイ グリーン幸福度指標（健康、家庭、地域、経済力と公平、環境、良い統治）からなるマクロ指標

ブータン
国民総幸福量（心理的、加養、健康、教育、文化、生活水準、時間利用、コミュニティ、統治）からなるマク
ロ指標


